
 

 

 

 
                                  

青 少 年 の 健 全 育 成         

～未来を拓く中高生とともに～ 
 

四街道市教育委員会教育長 府川雅司 

 

市教育委員会では、青少年育成センターを基軸に、青少年健全育成に関する相談活動、補導

活動、環境浄化活動等を着実に実施しております。また青少年育成センターだより「一期一

会」を定期に発行するなど広報啓発活動を積極的に行い多様な主体と緊密に連携を図りなが

ら青少年の健全育成に取り組んでおります。 

唐突ですが、この「一期一会」は、「一人一人の出会いを大切にし、未来を生きる青少年を

幸せに導く一助としたい」という願いを込めて、平成１２年９月に第１号が発刊されました。

令和７年度中に３００号を迎えるこのたよりは、本市の青少年の現状やセンターの取組の紹

介だけでなく巻頭言の執筆者の思いや願いが溢れております。貴重な広報誌であり適時適切

な情報提供を不断に果たしていると自負しております。その中で、未来を拓く中高生が巻頭

言の執筆者として、学校生活で取り組んだことや学んだこと、達成感や悔しさ、夢や目標、未

来への提言、関わった人への感謝の言葉等を綴ってくれています。まさに今を生きる大人に

示唆を与えてくれています。 

補導活動の一例では、青少年補導委員（市教育委員会委嘱）と市内高校生が一緒にパトロー

ルを行い、高校生たちが小中学生の安全を大人とともに見守ってくれています。参加した高

校生からは「小学生のためにも、平和な街を維持していきたいと思った」などの感想が聞かれ

ました。また、例年７月に実施している青少年健全育成推進大会では、小学生から高校生まで

の代表者が住みよい街づくりや明るい未来に向けて問題提起をしてくれたり、大会の看板を

高等学校書道部の生徒が筆書きで書いてくれたりしています。若者たちの言動は躍動感や生

命力、未来を担う力や四街道市の未来への希望を感じさせてくれています。このような中高

生の行動は、四街道市の自慢であり強みと申しても過言ではありません。 

「四街道市の良さは」と問われたら、窮することなく、その解は何と言っても「人」です、

「住む人・生活する人・まわりとつながる人・まわりにつなげる人」ですと返答できます。 

先日、駐輪場で自転車の取り出しに苦労している方に下校中の高校生がそっと歩み寄り手

助けしている光景を目の当たりにしました。とても爽やかな気分で帰宅できました。高校生

に感謝です。 

今後も、「教育の根本は人づくり・大人と青少年が笑顔でつながる街づくり」に全力で取り

組んでまいる所存です。 

 

 

 

 

 

◎ 「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。 
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四街道市青少年育成センターだより  

一期一会

当 セ ン タ ー で は 子 ど も と 保 護 者 の 悩 み 相 談 を 受 け 付 け て い ま す  

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー  (月 )～ (金 )  ９ ： ０ ０ － １ ７ ： ０ ０ 

 相 談 専 用 電 話 0 4 3 - 4 2 3 - 0 0 6 6   フ リ ー ダ イ ヤ ル  0 1 2 0 - 4 2 3 - 0 0 6 

 青少年育成センターへは市役所第二庁舎からも裏側通用口を利用して入ることもできます 
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Ｑ 子どもが学校に行きたがらないのですが？ 子どもが学校でいじめにあっているみたい？ 

                    

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 教室に入れない子どもはどうすればいいの？  親として何かできることはないのかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 商業施設等で集団で市民に迷惑を掛けている青少年を見かけるのですが、心配しています。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 「こども１１０番の家」の看板をあちこちで見るのですが、何ですか？ 

 

 

 

 

 

 
 他にも青色回転灯装着車両で週数回市内をパトロールし、不審者出没時には警察と連携し市内の学校等

に情報提供し、市民に向けた「よめーる」の配信とホームページへ掲載し注意喚起を行っています。 

記載した以外にも「四街道市内の青少年の健全育成」を旗印に掲げ「人づくり、街づくり」の一端となる 

よう様々な活動をしています。今年度も青少年育成センターにご支援ご協力をお願いします。 

                             

○４月の相談活動 [ ４９ 件]   

電 話  ２０ 来 所 ２９ 訪問等  ０ 

 

〇４月の不審者情報（メール配信）  

日 曜 時 間 場  所 内   容 

 

22 

 

 

火 

 

7 時 40 分頃 

 

四街道小学校

付近 

児童が登校途中に見知らぬ男とすれ違う際に、名前、年齢、 

学校、家の場所を聞かれた。児童はその場を逃げると、男は

追いかけて来たが学校に逃げ込み実害はなかった。男は黒シ

ャツ、ズボン、帽子姿。マスクを着用 

 

○６月の街頭補導予定（ １４回 ） 

２日（月）Ａ ３日（火）Ｄ ４日（水）Ｂ ６日（金）Ｅ ９日（月）Ｆ 10 日（火）Ｃ 12 日（木）Ｄ 

16 日（月）Ｂ 18 日（水）Ｄ 19 日（木）Ｃ 20 日（金）Ｆ 24 日（火）Ｅ 26 日（木）Ｄ 27 日（金）Ｃ 

A 7:30-8:30 B 10:00-11:00  C 14:30-15:30  D 16:30-17:30  E 17:30-18:30  F 18:30-19:30 

 
不登校や行き渋り、いじめなどの学校生活、非行や親子関係等２０歳未満の子どもの相談を受け

付けています。内容に応じて青少年育成指導教員やＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）が対

応します。今年度は相談の充実を図るためにＳＳＷを１名増員して２名になりました。毎週月曜

日の１０時から１７時までと、毎週火曜日の９時から１７時までの相談となります。電話（０１

２０－４２３－００６、０４３－４２３－００６６）や来所での相談となります。なお、青少年

育成指導教員は月曜日から金曜日までいつでも対応します。 

・市内の学校内に「校内教育支援センター」を設置し教室以外の学びの場を作ります。 

・学校に行くことが困難な児童生徒が通える「ルームよつば」を運営しています。 

場所は中央小学校内で個別学習、集団活動、体験活動等を行います。 

・同じ悩みを持つ保護者の方々の交流会を年２回開催します。 

・不登校の児童生徒が野外でキャンプでの自炊や遊び、工作の体験活動を行い、 

自分の良さや可能性に気づき自己肯定感を高めて行くことをめざします。 

・教育委員会が委嘱した「青少年補導委員」が非行未然防止のため、駅前や中央公園や商業施設

を巡回し、気になる青少年に「愛の一声」をかけています。（年間１６０回程度） 

他にも５中学校区別に補導委員が年間１００回程度愛の一声をかけています。 

・市内の高校生と一緒に補導委員が合同で商業施設や公園を巡回します。高校生の目線や感覚

で青少年の状況を把握するいい機会となっています。（年１回） 

 

小中学生が登下校中や外遊びの時に、不審者や事件に遭遇した時の緊急避難場所や地域の安全 

の抑止力になるように、協力を申し出てくれた家庭や事業所に「こども１１０番の家」の看板を 

掲げて安心安全な地域をめざしています。 

現在２７８１件の家庭や事業所に協力いただいています。（令和７年３月３１日現在） 

GW が終わり、日常が戻ってきました。 
５月病なんて言葉が思い出されますが、ご家
庭でのお子様の様子はどうですか。不安なこ
とがあればセンターまでご連絡下さい。 


